
二
〇
〇
八
年
度
国
文
学
会
彙
報

二
〇
〇
八
年
度
国
文
学
会
彙
報

二
〇
〇
八
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

△
新
入
生
歓
迎
会
▽
　
学
生
部
会
主
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
八
年
四
月
七
日
（
月
）
　
京
田
辺
校
地
生
協
食
堂

△
国
文
学
会
総
会
・
研
究
発
表
会
▽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇

△
国
文
学
会
研
究
発
表
会
・
講
演
会
▽

　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
六
日
（
日
）
　
寒
梅
館
２
Ｆ
２
０
３
教
室

・
研
究
発
表
会

　
　
中
島
敦
と
第
二
創
作
集
『
南
島
譚
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
岡
歩
美
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

　
　
『
源
氏
物
語
』
「
紫
の
ゆ
か
り
」
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛
井
亜
依
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

・
総
会

・
研
究
発
表
会

　
　
『
赤
い
鳥
』
に
関
す
る
研
究

　
　
　
－
大
正
期
日
本
創
作
児
童
文
学
の
一
側
面
と
し
て

二
〇
〇
八
年
六
月
二
二
日
（
日
）
　
寧
静
館
５
Ｆ
会
議
室
　
　
・
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
禅
竹
能
作
の
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
講
演
会
▽
　
院
生
部
会
主
催

味
方
　
健
（
観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
）

二
〇
〇
八
年
一
二
月
二
三
日
（
火
）
　
至
誠
館
３
Ｆ
会
議
室

視
覚
か
ら
の
導
入

　
王
　
喩
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
た
授
業
実
践
－

　
　
　
　
　
　
　
　
矢
木
智
子
（
市
立
尼
崎
産
業
高
等
学
校
国
語
科
教
諭
）

馬
琴
読
本
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
と
殷
周
説
話

・
文
学
研
究
の
意
義
－
古
典
文
学
の
立
場
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
峯
和
明
（
立
教
大
学
教
授
）

△
文
学
散
歩
▽
　
学
生
部
会
主
催

・
第
一
回
　
今
出
川
ツ
ア
ー
　
ニ
○
○
八
年
一
〇
月
二
五
日
（
土
）

　
　
　
　
　
相
国
寺
・
幸
神
社
・
京
都
御
所
・
梨
木
神
社
・
廬
山
寺
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
宏
幸
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
）
　
　
・
第
二
回
　
嵯
峨
野
源
氏
物
語
ツ
ア
ー
　
ニ
○
○
八
年
一
二
月
七
日
（
日
）

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
皇
嘉
門
院
崩
御
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
龍
寺
・
野
宮
神
社
・
二
尊
院
・
厭
離
庵
・
清
涼
寺
な
ど

田
中
裕
紀
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）
　
　
・
第
三
回
　
谷
崎
潤
一
郎
ゆ
か
り
の
石
村
亭
見
学
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
○
○
九
年
百
旦
○
日
（
土
）

｜

｜

｜



　
　
　
　
　
石
村
亭
・
下
鴨
神
社

△
同
志
社
国
文
学
▽

　
第
六
九
号
　
二
〇
〇
八
年
一
二
月
二
〇
日
発
行
　
　
　
　
　
収
載
論
文
九
編

　
第
七
〇
号
　
二
〇
〇
九
年
三
月
二
〇
日
発
行
　
　
　
　
　
　
収
載
論
文
十
編

△
国
文
学
会
会
報
▽
　
第
三
六
号
　
二
〇
〇
九
年
三
月
二
〇
日
発
行

「
剛
士
」
　
『
同
志
社
国
文
学
』
第
六
八
号
　
九
六
頁

小
森
陽
一
氏
の
講
演
会
に
つ
い
て
、
「
学
生
部
主
催
」
と
あ
る
の
は

「
院
生
部
会
主
催
」
の
誤
り
で
す
の
で
、
訂
正
し
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
度
修
士
論
文
題
目

　
　
『
山
路
の
露
』
董
∵
浮
舟
像
の
変
奏
と
巣
守
の
巻
の
影
響

　
　
　
－
女
院
サ
ロ
ン
と
い
う
場
か
ら
生
ま
れ
た
物
語
　
品

の
性
質

『
今
昔
物
語
集
』
生
贅
考

『
今
昔
物
語
集
』
「
天
狗
説
話
」
の
研
究

『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
と
『
封
神
演
義
』
『
通
俗
武
王

　
軍
談
』二

〇
〇
八
年
度
国
文
学
会
彙
報

川

柳
　
田

久
留
島

高
　
志‾　折

泥　「二1

三
　
宅
　
宏
　
幸

近
松
世
話
浄
瑠
璃
に
お
け
る
「
物
尽
し
」
考

　
－
そ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
の
構
造
と
特
徴
－

明
治
期
小
説
ジ
ャ
ン
ル
の
形
成
パ
タ
ー
ン

　
－
文
芸
批
評
を
素
材
と
し
て

『
冥
土
』
『
夢
十
夜
』

一
四
一

高

永
　
珍

河
　
村
　
奈
緒
美

渡
　
澄
　
敬
　
久

堀
　
内
　
音
］
　
久

北田

山
　
敏
　
秀

　
　
波

足
　
立
　
一
　
勝

菊
　
山
　
成
　
子

　
－
文
の
相
互
関
連
性
と
そ
の
方
法

三
島
由
紀
夫
「
親
切
な
機
械
」
成
立
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
中
　
裕
　
也

阿
部
知
二
「
お
け
ろ
夜
」
と
の
比
較
か
ら
ー

植
物
へ
の
変
身
を
中
心
に
し
て

「
新
室
楽
」
の
場
を
め
ぐ
っ
て

安
部
公
房
『
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
』
論

言
表
行
為
の
歴
史
性

　
－
大
江
健
三
郎
『
奇
妙
な
仕
事
』
の
背
景
－

日
本
語
に
お
け
る
中
国
語
由
来
の
外
来
語

二
〇
〇
八
年
度
卒
業
論
文
題
目

　
　
『
古
事
記
』
意
祁
・
袁
祁
兄
弟
の
物
語

初
期
万
葉
に
お
け
る
挽
歌

　
－
持
統
天
皇
御
製
歌
を
中
心
に

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜ ｜

｜



　
　
　
二
〇
〇
八
年
度
国
文
学
会
彙
報

大
伯
皇
女
の
歌

　
－
大
津
皇
子
関
係
歌
群
に
お
け
る
位
置

大
伴
家
持
の
遊
覧
歌

地
　
道
　
悠
　
果

『
萬
葉
集
』
巻
十
八
・
四
〇
四
六
～
四
〇
五
　
翠

一
の
音
窒
我

い

て

華
奈
子

溝
　
田
　
ま
り
恵

牧
　
野
　
さ
や
か

木
　
村
　
美
　
咲

い
て
　
奥
　
村
　
洋
　
平

　
芳
　
賀
　
理
　
紗

藤
　
井

優

藤

谷

美

緒

安

田

真

季

源
氏
物
語
に
お
け
る
不
生
女
論
考

　
－
享
受
者
の
視
線
を
通
し
て

源
氏
物
語
の
場
面
選
択

『
絵
本
　
藤
の
縁
』
を
中
心
に

紫
式
部
の
陰
陽
道

　
－
源
氏
物
語
・
紫
式
部
日
記
を
通
し
て

清
少
納
言
の
季
節
感

「
曙
」
と
い
う
語
を
め
ぐ
っ
て

平
安
文
学
に
お
け
る
恋
死

文
学
に
お
け
る
転
生

浜
松
中
納
言
物
語
を
中
心
に

「
瘤
取
り
翁
」
を
中
心
に

一
四
二

下
　
村
　
綾
　
菜

日
　
向
　
智
　
恵

臼
　
井
　
千
　
夏

榎
　
木
　
　
　
彩

武
　
藤
　
鮎
　
美

嶋
　
津
　
恵
　
子

大
　
川
　
史
　
織

大
　
谷
　
有
　
希

東佐岡荒

山
　
沙
　
織

野
　
周
　
子

田
　
佳
央
理

井
　
あ
づ
み

村
　
田
　
和
　
音

『
万
葉
集
』
相
聞
歌
に
お
け
る
「
月
」
に
つ

「
月
夜
の
逢
引
」
説
を
め
ぐ
っ
て

『
源
氏
物
語
』
冒
頭
歌
考

『
源
氏
物
語
』
若
紫
巻
に
見
ら
れ
る
『
伊
勢
物
語
』

　
の
影
響「

若
草
」
「
初
草
」
の
贈
答
歌
－

『
源
氏
物
語
』
の
方
法

－
逆
転
の
仕
組
み
を
め
ぐ
っ
て

『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
▽
几
第
一
四
話
考

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
「
笑
い
」

『
平
家
物
語
』
の
音
楽
記
事

『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
に
お
け
る
女
性
職
人

『
田
植
草
紙
』
に
お
け
る
楽
器
と
動
物

『
御
伽
草
子
』
「
酒
呑
童
子
」
の
特
質

御
伽
草
子
『
鉢
か
づ
き
』
の
構
造

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
同
性
同
士
の
贈
答
歌
に
つ

源
氏
物
語
に
お
け
る
「
あ
や
し
」

　
－
夕
顔
と
浮
舟
を
中
心
に

末
摘
花
は
変
貌
し
た
の
か

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
女
一
の
宮
の
存
在
意
義

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
政
治
理
想

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜



御
伽
草
子
『
鼠
の
草
子
』
に
つ
い
て

　
ー
鼠
の
描
か
れ
方
と
清
水
観
音
の
信
仰
を
中
心
　
徳
　
岡
　
立
］
　
穂

十Ｅ十卜

に

杉
　
本
　
ま
ど
か

唐
仁
原
　
弘
　
実

丸

尾

冨

滓

さ
や
佳

Ｉ
兄
　
　
り

田
　
山
　
幸
　
恵

矢
　
田
　
宣
］
依
子

小
　
滓
　
優
　
香

山
　
口
　
正
　
弘

三
　
宅
　
将
　
史

中
　
嶋

萌

金
　
子
　
友
香
里

静

狂
言
本
『
け
い
せ

　
門
の
仕
出
し

い
花
筏
』
に
お
け
る
山
下
京
右
衛

「
山
下
か
ゝ
り
の
Ｉ
り
う
」
再
考
－

山
　
下
　
貢
］
由
子

金
　
野
　
裕
　
輝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ

三
代
目
桂
三
木
助
へ
の
鶴
と
亀
の
後
押
し
ー

江
戸
か
ら
明
治
、
文
明
開
化
を
経
て

二
重
構
造
か
ら
見
え
る
も
の

本
　
裕
　
子

松
　
井
　
沙
耶
香

北

村
　
百
　
絵

長

嶋

藤

坂

安

達

志
生
奈

佳
　
樹

和
　
貴

足
　
立
　
麻
衣
子

田
　
村
　
理
記
子

楠
　
本
　
真
］
　
巳

日
話
「
力
太
郎
」
考

日
話
「
蛇
婿
入
」
考

「
立
ち
聞
き
型
」
の
話
型
を
も
と
に

中
世
文
学
作
品
に
お
け
る
「
銕
捨
山
」
の
表
現

『
仁
勢
物
語
』
の
手
法

『
遠
駝
延
五
登
』
か
ら
『
胆
大
小
心
録
』
へ

－
繰
り
返
す
仏
教
批
評

八
文
字
屋
本
か
ら
京
伝
合
巻
へ

江
戸
時
代
の
往
来
物
と
『
源
氏
物
語
』

『
修
紫
田
舎
源
氏
』
へ
向
け
て

歌
舞
伎
台
帳
集
成
本
文
と
絵
尽
く
し
に
表
れ
た
幽
霊

　
－
幽
霊
の
役
割
要
素
分
類
－

名
作
古
典
落
語
『
芝
浜
』
そ
の
生
成
過
程

怪
異
を
愉
し
む
文
芸

「
高
瀬
舟
」
試
論
－
善
悪
を
め
ぐ
っ
て

江
戸
の
空
想
力

　
－
文
明
開
化
に
よ
る
発
展
と
衰
退
－

「
夏
の
夜
か
た
り
」
改
変
に
込
め
た
蘆
花
の
思

い
一
四
三

「
深
川
も
の
」
か
ら
読
み
取
る
鏡
花
の
異
界

谷
崎
潤
一
郎
『
刺
青
』
に
お
け
る
「
座
敷
」
の
構
造

　
と
機
能

『
智
恵
子
抄
』
と
智
恵
子

　
－
光
太
郎
・
智
恵
子
の
愛
の
実
存
－

『
地
獄
変
』
と
「
地
獄
変
」

式
亭
三
馬
『
浮
世
風
呂
』
の
中
の
子
ど
も
た
ち

仕
掛
本
式
亭
三
馬
『
早
替
胸
の
か
ら
く
り
』

近
世
小
説
と
西
洋
科
学

－
学
問
か
ら
滑
稽
へ

『
心
中
二
枚
絵
草
紙
』
に
お
け
る
心
中
道
行

そ
の
特
異
性
に
つ
い
て

狂
言
を
素
材
と
し
た
歌
舞
伎
と
狂
言
の
関
係
性
　
　
　
山
　
本

　
　
　
二
〇
〇
八
年
度
国
文
学
会
彙
報

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜ ｜ ｜
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二
〇
〇
八
年
度
国
文
学
会
彙
報

『
地
獄
変
』
か
ら
み
る
芥
川
の
芸
術
至
上

「
女
性
ふ
た
り
」
は
永
遠
に
有
効
か

矢
　
田

毅

－
吉
屋
信
子
『
屋
根
裏
の
二
處
女
』
「
或
る
愚
　
安
　
間
　
宣
（
　
美

し
き
者
の
話
」
を
通
し
て
考
え
る

佐
藤
春
夫
「
Ｆ
・
Ｏ
・
Ｕ
一
名
－
「
お
れ
も
そ
う
思

　
う
ヒ
論

　
－
大
正
期
の
芸
術
と
春
夫
の
芸
術
観
－

川
端
康
成
「
ざ
く
ろ
」
論

川
端
が
ざ
く
ろ
に
込
め
た
想
い

「
科
学
と
芸
術
の
混
血
児
」
に
託
さ
れ
た
乱
歩
の
願
い

坪
田
譲
治
作
品
に
お
け
る
愛
と
死
生
観

「
お
化
け
の
世
界
」
を
中
心
に

到
達
点
と
し
て
み
る
「
交
尾
」

「
現
実
逃
避
」
の
〈
笑
廿

東

花
　
純

上
　
岡
　
弘
　
和

公
　
門
　
久
　
子

宮
　
崎
　
愛
　
子

橋
　
村
　
美
　
音

昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
期
に
お
け
る
井
伏
文
学
の
　
佐
　
藤
　
貴
　
之

「
歴
史
小
説
」
と
し
て
の
考
察
－

星
　
　
山
　
　
恭
　
慧

「
私
は
海
を
抱
き
し
め
て
ゐ
た

　
吾
の
原
点
と
目
的

太
宰
治
「
狂
言
の
神
」
考

〈
揺
れ
〉
る
物
語
－

　
　
　
　
　
　
　
一
四
四

い
」
に
み
る
坂
口
安

太
宰
治
『
待
つ
』
考

　
－
背
反
の
同
居
と
し
て
の
行
為

三
島
由
紀
夫
「
橋
づ
く
し
」

て

岩
　
本
　
彩
　
乃

小

島
　
紀
　
子

谷
　
口
　
由
　
佳

荒
　
木
　
菜
　
苗

上

田

真

衣

森

光

香

奈

丸
　
本
　
亮
　
太

久
　
場
　
　
　
渚

佐
　
野
　
徹
　
彦

藤
　
森
　
雅
　
彦

「
ア
イ
ロ
ニ
イ
」
と
そ
の
現
代
性
－

三
島
由
紀
夫
「
真
夏
の
死
」
論

　
－
朝
子
の
二
面
性
と
作
品
の
二
重
構
造
に
つ
い
　
高
　
岡
　
令
　
佳

閉
鎖
の
悲
劇

幸
田
文
『
き
も
の
』
の
世
界
を
包
む
こ
着
物
が

安
部
公
房
『
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
』

　
－
混
在
す
る
三
つ
の
思
想
－

安
部
公
房
と
文
学
教
材

『
抱
擁
家
族
』
の
曖
昧
さ

　
－
映
画
と
消
費
を
巡
っ
て

闇
の
な
か
の
吉
行
淳
之
介

『
暗
室
』
は
可
能
か

「
ユ
ー
モ
ア
」

坂
口
安
吾
『
桜
の
森
の
満
開
の
下
』
論

｜

｜｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜ ｜

｜

｜



空
間
で
見
る
「
娼
婦
の
部
屋
」

立
原
正
秋
『
漆
の
花
』
論

昭
和
三
十
年
代
、
「
中
世
」
は
「
現
代
」
を

垣
　
内
　
健
　
吾

加

藤
　
理
恵
子

牧
　
元
　
浩
　
子

渕
　
山
　
紘
　
庸

宮
　
村
　
青
　
葉

矢
　
上
　
浩
　
気

森

友
佳
子

大
　
坪
　
俊
太
郎

枝
　
連
　
文
　
郁

町
田
康
『
人
間
の
屑
』
に
描
か
れ
る
逃
げ
場
の
な
い

　
屑
の
生
き
様

虚
無
と
現
実
か
ら
生
ま
れ
る
も
の

中
　
本
　
友
　
希

町
田
康
『
告
白
』
パ
ン
ク
の
考
察
を
通
し
　
山
　
口
　
健
　
介

清
　
水
　
佳
　
祐

原

亜
由
美

「
ば
な
な
ブ
ー
ム
」
へ
の
一
考
察
－

天
　
野
　
彩
　
子

横
　
田
　
和
　
哉

奥
　
谷
　
哲
　
平

平
　
野
　
真
一
　
一

演

下

直

子

生
き
る
か

文
学
を
通
し
て
の
「
告
発
」

松
本
清
張
『
黒
地
の
絵
』
論
－

遠
藤
周
作
に
お
け
る
「
デ
ッ
サ
ン
」
の
手
法

「
宦
官
」
を
中
心
に

て

「
学
校
教
育
」
と
「
生
き
る
」
こ
と
の
価
値
観

　
－
山
田
詠
美
『
ぼ
く
は
勉
強
が
で
き
な
い
』

よ
し
も
と
ば
な
な
作
品
論

『
西
の
魔
女
が
死
ん
だ
』
に
お
け
る
「
生
」
　
佐
々
木
　
麻
　
希

い

く

一
四
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
景
　
子

田
辺
聖
子
『
す
べ
っ
て
こ
ろ
ん
で
』
よ
り
ー

ジ
ョ
ゼ
と
虎
と
魚
た
ち
を
め
ぐ
っ
て

▽
几
八
二
年
の
ミ
ソ
ロ
ジ
ー

二
〇
〇
八
年
度
国
文
学
会
彙
報

団
地
生
活
に
潜
む
病
理
・
親
子
の
断
絶

「
お
と
ぎ
話
」

西
の
魔
女
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
教
え

と
「
死
」

『
吉
原
手
引
草
』
の
葛
城
の
特
異
性

　
－
作
品
の
仕
掛
け
ー

「
池
袋
」
と
い
う
現
代
を
生
き
、
成
長
し
て

　
「
若
者
」
達

小
説
の
漢
字
含
有
率

小
説
の
種
類
に
お
け
る
漢
字
の
差
異

少
女
小
説
の
表
現
描
写
と
文
体

「
泥
の
河
」
論
－
子
ど
も
の
視
点
に
つ
い
て

　
－
広
告
表
現
と
し
て
の
側
面
か
ら

『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』

村
上
春
樹
『
ダ
ン
ス
ー
ダ
ン
ス
ー
ダ
ン
ス
』
論

　
－
喪
失
の
恐
怖
と
、
そ
の
克
服
に
向
け
て

村
上
春
樹
『
夜
の
く
も
ざ
る
』
論

｜

｜｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜



　
　
　
　
二
〇
〇
八
年
度
国
文
学
会
彙
報

童
話
の
文
体坪

田
譲
治
を
中
心
と
し
て

三
島
由
紀
夫
の
戯
曲
に
お
け
る
直
喩
表
現

宮
沢
賢
治
の
詩
の
文
体
に
つ
い
て

口
語
詩
か
ら
文
語
詩
へ
の
改
作
を
中
心
に

語
彙
調
査
を
も
と
に

そ
の
実
態
と
歴
史

妹
　
尾
　
紗
矢
子

荘
　
司
　
　
　
薫

皆
　
本
　
麻
　
子

小

川

菜
　
摘

清
　
水
　
　
　
遥

因
　
　
　
宣
］
　
史

上
　
田
　
万
梨
花

服
　
部

愛

日
本
語
に
お
け
る
押
韻
に
つ
い
て

一
四
六

日
本
語
ラ
ッ
プ
で
は
ど
の
よ
う
に
韻
が
踏
ま
　
福
　
田
　
浩
　
之

れ
て
い
る
の
か

テ
レ
ビ
番
組
に
お
け
る
料
理
の
お
い
し
さ
の
表
現

現
代
の
佐
賀
方
言
の
実
態
に
つ
い
て

　
－
若
年
層
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
中
心
に

大
阪
方
言
に
お
け
る
「
‐
ン
」
と
フ
ヘ
ン
」

材
と
し
て

日
韓
敬
語
の
比
較

日
韓
翻
訳
文
に
現
れ
て
い

吉
　
田
　
祥
　
子

七
　
田
　
敬
　
寿

朴

浄
　
明主

妹

希

和

恵

現
代
の
歌
詞
に
お
け
る
「
桜
」

戦
後
の
縦
書
き
に
併
用
さ
れ
る
横
書
き
に
つ
い
て
　
　
桶
　
谷
　
美
　
幸

新
聞
の
見
出
し
の
構
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
　
間
　
賢
次
郎

－
朝
日
・
毎
日
・
読
売
の
三
紙
を
比
較
し
て

比
較
し
て

現
代
の
漫
画
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
表
記

－
非
外
来
語
を
中
心
に

－
小
説
『
て
る
て
る
坊
主
の
照
子
さ
ん
』
を
素
　
新
　
井
　
成
　
美

る
両
国
の
敬
語
の

集
合
住
宅
の
名
称
に
お
け
る
特
徴
と
変
遷
に
つ
い
て
　
井
　
上
　
裕
　
子

団
塊
世
代
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
表
記
語
の
使
用

若
者
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
表
記
語
の
使
用
と
　
草
　
野
　
彩
　
子

諸
問
題
に
つ
い
て

関
西
圏
の
大
学
生
に
お
け
る
敬
語
規
範
意
識
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
崎

後
項
動
詞
の
「
～
あ
が
る
」
「
～
あ
げ
る
」
の
意
味
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

コ
人
称
小
説
」
に
お
け
る
受
身
文
選
択
の
一
考
察
　
山
　
本

２
つ
以
上
の
意
味
を
持
つ
外
来
語
の
比
較

化
粧
品
に
お
け
る
外
来
語

談
話
に
お
け
る
フ
ィ
ラ
ー
の
使
用

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜
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｜
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｜



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
機
関
誌
の
発
行

　
　
　
　
同
志
社
大
学
国
文
学
会
会
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
研
究
上
必
要
な
調
査
見
学

　
　
　
第
一
章
　
総
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
　
そ
の
他
、
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

第
一
条
　
本
会
は
同
志
社
大
学
国
文
学
会
と
称
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
章
　
組
織
お
よ
び
役
員

第
二
条
　
本
会
は
国
文
学
・
国
語
お
よ
び
国
語
教
育
の
研
究
を
目
的
と
す
る
。
　
　
第
六
条
　
本
会
に
左
記
の
役
員
を
お
く
。

第
三
条
　
本
会
の
事
務
局
を
同
志
社
大
学
文
学
部
国
文
学
専
攻
内
に
お
く
。
　
　
　
　
１
　
会
長
　
一
名

　
　
　
第
二
章
　
会
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
常
任
委
員
　
十
四
名

第
四
条
　
本
会
の
会
員
は
同
志
社
大
学
国
文
学
専
攻
に
属
す
る
左
記
の
も
の
で
　
　
　
３
　
会
計
監
査
　
二
名

　
所
定
の
会
費
を
納
入
し
た
も
の
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
七
条
　
会
長
は
、
本
会
を
代
表
す
る
。

　
１
　
専
任
教
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
委
員
は
会
長
と
と
も
に
常
任
委
員
会
を
構
成
し
、
会
務
の
企
画
、
立
案
、

　
２
　
学
部
在
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
執
行
に
当
る
。

　
３
　
大
学
院
在
学
生
（
博
士
課
程
前
期
・
後
期
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
計
監
査
は
、
本
会
の
会
計
を
監
査
す
る
。

　
４
　
学
部
卒
業
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
八
条
　
会
長
は
、
専
任
教
員
の
互
選
に
よ
っ
て
選
出
す
る
。

　
５
　
大
学
院
修
了
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
委
員
は
、
左
記
の
と
お
り
選
出
す
る
。

　
た
だ
し
、
特
に
入
会
を
希
望
し
、
常
任
委
員
会
の
認
め
た
も
の
は
会
員
に
な
　
　
　
１
　
専
任
教
員
　
四
名

　
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
学
部
在
学
生
　
五
名

　
　
　
第
三
章
　
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
大
学
院
在
学
生
　
三
名

第
五
条
　
本
会
は
、
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
左
記
の
事
業
を
行
う
。
　
　
４
　
学
部
卒
業
生
　
一
名

　
１
　
研
究
会
の
開
催
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
　
大
学
院
修
了
生
　
一
名

　
２
　
講
演
会
の
開
催
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
計
監
査
は
、
常
任
委
員
会
が
選
出
し
、
総
会
に
お
い
て
承
認
を
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七



第
九
条
　
役
員
の
任
期
は
、
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
再
選
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

　
　
　
第
五
章
　
総
会

第
十
条
　
総
会
は
、
本
会
の
最
高
の
決
議
機
関
で
あ
る
。

第
十
一
条
　
総
会
の
開
催
は
左
記
に
よ
る
。

　
１
　
定
期
総
会
は
、
年
▽
回
こ
れ
を
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
２
　
臨
時
総
会
は
、
常
任
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
時
、
こ
れ
を
開
く
こ
と

　
　
が
で
き
る
。

　
３
　
会
員
の
五
十
名
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
臨
時
総
会
を
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
　
総
会
は
出
席
会
員
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。

第
十
三
条
　
総
会
の
議
決
は
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
成
立
す
る
。
可
否
同

　
数
の
場
合
は
議
長
が
こ
れ
を
決
す
る
。

　
　
　
第
六
章
　
会
計

第
十
四
条
　
本
会
の
会
費
は
年
額
二
千
円
と
す
る
。
（
昭
和
五
十
二
年
度
改
定
）

第
十
五
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
四
月
▽
日
よ
り
翌
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す

　
る
。

　
　
　
第
七
章
　
補
則

第
十
六
条
　
本
会
則
の
改
正
は
総
会
に
お
い
て
出
席
会
員
の
三
分
の
二
以
上
の

　
同
意
を
必
要
と
す
る
。

第
十
七
条
　
本
会
則
の
発
効
は
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八

　
　
　
　
附
則

二
〇
〇
三
年
十
一
月
九
日
の
総
会
に
お
い
て
改
正
承
認
。

二
〇
〇
四
年
四
月
▽
日
改
正
施
行
。


